
資料 

 

開かれた議会づくりのための大学連携の取組について 

 

 

１ 包括協定に基づく関東学院大学との連携の取組 

 

（１）インターンシップ 

  ア 日程：令和７年９月 10日（水）・11日（木）の２日間 

  イ 内容：本会議用務体験、議場・庁舎見学、若手職員との意見交換等 

  ウ 定員：６名 

 

（２）大学生と県議会議員との意見交換会 

 ア 日程：令和７年 11月頃（令和６年度は 11月 29日に実施） 

 イ 場所、テーマ、参加者等：今後調整 

 

（３）シンポジウム 

ア 日程 ：令和７年 12月 22日（月） 

イ 主催 ：関東学院大学 

ウ 参加者：学生、議員、県民等 

エ テーマ：議員提案条例 

オ 登壇者：県議会議員、横浜市会議員及び横須賀市議会議員各１名 ほか 

 

（４）大学図書館の利用 

   議員及び議会局職員が、大学図書館を利用できるようにする。 

※ 開始時期：令和７年８月頃 

 

（５）講義「かながわ学」の聴講 

   議員が、講義「かながわ学」を聴講できるようにする。 

※ 開始時期：令和７年９月下旬 

   「かながわ学」 

     学内外の専門家が講義を担当し、地元・神奈川の特色ある魅力や地域課題など

について理解を深めることを目的とする。行政、政治、経済、歴史・文化、自然、

地域づくりなど、10分野の科目を開講している。 

 

 

２ 県内の他の大学との連携の取組 

 

県内の関東学院大学以外の大学から、順次、連携の取組について意見を聴取する。 


